
農地利用最適化推進委員・自らによる応募

氏　名 性別 年齢 職業 経　歴 農業経営の状況 認定農業者の状況 応募の理由
農業委員への
応募の有無

対象
地区

松本　邦彦 男 80 農業
農地利用最適化推進委員
五十鈴土地改良組合副理事長
大内原地区会長

稲作　45a
畑作　5a

認定農業者ではな
い

　高齢化が進んでいる町内（西門川）地区農
業の将来が心配です。若手農業従事者の発掘
に努力したい。荒れて行く農地の保全に努力
したい。

無 川内地区

黒木　稔 男 69 農林業

・耳川広域森林組合門川理事
（平成１３年～平成１８年）
・農地・水・環境保全向上対策
事業「五輪の里づくり」活動組
織代表（平成１９年～平成２３
年）
・三ヶ瀬生産森林組合組合長
（平成２７年～平成２９年）
・門川町農業委員（平成２９年
７月～現在に至る）

水稲面積　150a
うち自作地　約30a、貸付地
約120a（農地中間管理機
構）

認定農業者ではな
い

　少子高齢化で増える遊休農地の解消と担い
手対策等の農業者が抱える課題、要望に取り
組んで行きたいと思う。

有 －

金丸　基治 男 68 農業

・昭和47年3月　門川農業高
校（現門川高校）卒業
・昭和48年3月　県立農協講
習所卒業
・昭和48年4月　門川町農協
（現日向農協）入社
・平成24年3月　日向農協退
社
・平成25年11月～平成28年
11月　民生児童委員
・平成28年4月～平成31年１
１月　日向農協理事

稲作（早期50a、普通期
110a）
露地野菜　15a

認定農業者ではな
い

　諸々の価格高騰により益々厳しい農業経営
が見込まれ農業への新規就農、担い手、維持
が不安視される中で今後の農地有効活用はコ
スト削減の一手と考えて厳しい状況下ではあ
るが積極的に調整活動に取り組み荒廃農地を
出さず有意な農地運用を試みたい。

有
門川尾末
地区



氏　名 性別 年齢 職業 経　歴 農業経営の状況 認定農業者の状況 応募の理由
農業委員への
応募の有無

対象
地区

白木　洋 男 80 農業

昭和33年3月：門川中学校卒
業
昭和36年3月：富島高校農業
科卒業後農業に従事
昭和49年4月：国土交通大臣
指定九州測量専門学校入学
昭和50年3月：同校卒業後、
（合）佐藤測量設計事務所入社
昭和55年6月：(有)白木測量設
計事務所設立
令和4年12月：農地を耕作し
ながら現在に至る

田　40a（早期水稲20a、普
通水稲20a）

畑　30a（主に豆類と根菜）

認定農業者ではな
い

　就農者の年齢が高齢化したことにより、後
継者不足を補うために悩む状況を切り抜ける
ための対策を立てることが今後の門川町の農
業を模索することになる。私はこれまで培っ
てきた知識を、門川町の農業委員会の皆様と
「農地中間管理機構」と共に働きたい。

無
門川尾末
地区

安田　元信 男 65 農業

昭和52年4月より日向農業協
同組合入組
平成29年3月定年退職
平成29年4月より農業に従事
平成29年7月より農地利用最
適化推進委員
平成31年4月より上井野里づ
くり組合長
平成31年4月より上井野地区
環境保全活動組織代表者
令和2年7月より農業委員
令和3年7月より門川町自然薯
部会会長

水稲380a（主食用280a、
飼料米100a）
自然薯25a

認定農業者である
　担い手への農地の集積、遊休農地の発生防
止・解消、新規就農の促進などのために働き
たい。

有
川内地区
他



氏　名 性別 年齢 職業 経　歴 農業経営の状況 認定農業者の状況 応募の理由
農業委員への
応募の有無

対象
地区

安田　精一 男 72 農業

学歴　名城大学農学部農学科卒
業
（宮崎県ほか農業改良普及員資
格・農業高等学校教諭普通免
許）
職歴　昭和48年から38年間
門川町役場奉職
平成23年から3年間　門川町
立図書館長嘱託員
平成26年から3年間　門川町
農業委員会農地相談員
その他　門川町個人情報保護審
査会委員（現）
門川町情報公開審査会委員
（現）
五十鈴土地改良区会計理事
（前）
城屋敷区長（現）　　他

早期水稲　73a栽培
コシヒカリ30a　令和4年産
990kg出荷、加工米宮崎52
号43a　令和4年産全
2,820kg出荷

水田裏作として、大根、ジャ
ガイモなど栽培し、主に八菜
館へ出荷

認定農業者でない

　元気で勤労意欲のあるうちは、今までの行
政経験などを生かし、微力でありますが、農
地利用最適化推進委員として、生まれ育ち、
生活して来た故郷・門川町の農業発展に貢献
したいと思い応募します。

有 －

幸森　秀樹 男 70 農業 元JA日向職員
水稲栽培　195a
飼料作付　75a

認定農業者ではな
い

　地域農業は、いろんな問題を抱え昨今は農
業資材等の高騰などさらに厳しい環境にあり
ます。当地域も耕作放棄地が徐々に増加して
先が見通せない状況にあります。今後、この
耕作放棄地等の利用、活用をいかに図るか大
きな課題です。
　地域のこと、集落の今後のことを思い応募
しました。

有 川内地区


